
(57)【要約】

【課題】　伝送中の画素信号が減衰するのを防止して、

伝送クロックレートを増加させることができる液晶ディ

スプレイ装置を提供する。

【解決手段】　ＬＣＤは、タイミングコントローラと、

複数の駆動チップと、ディスプレイパネルとを備える。

駆動チップ３０４は、カスケード接続されており、フレ

ームを表示するようにディスプレイパネルを駆動する。

駆動チップ３０４は、差動レシーバ４０４と、シングル

エンドレシーバ４０６と、シフトレジスタ４０８と、差

動トランスミッタ４１０と、シングルエンドトランスミ

ッタ４１２と、画素ドライバ４１６とを含む。駆動チッ

プ３０４は、画素信号を受け取り、その画素信号にした

がってディスプレイパネルを駆動し、画素信号を次段の

駆動チップに出力する。

【選択図】　図４

JP 2006-30949 A 2006.2.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 画 素 信 号 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 第 １ の 駆 動 チ ッ プ 及 び 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ と 、
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ 及 び 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る デ ィ ス プ レ
イ パ ネ ル と を 備 え 、
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ 及 び 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ は 、 そ れ ぞ れ 、
　 差 動 レ シ ー バ と 、
　 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ と 、
　 差 動 ト ラ ン ス ミ ッ タ と 、
　 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ と を 有 し 、
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 当
該 第 １ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 レ シ ー バ 又 は 上 記 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ の い ず れ か を 利
用 し て 上 記 第 １ の 画 素 信 号 を 受 け 取 る と と も に 、 当 該 第 １ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 ト ラ ン
ス ミ ッ タ 又 は 上 記 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ の い ず れ か を 利 用 し て 第 ２ の 画 素 信 号 を
出 力 し 、
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 当 該 第 ２
の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 レ シ ー バ 又 は 上 記 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ の い ず れ か を 利 用 し て
上 記 第 ２ の 画 素 信 号 を 受 け 取 る と と も に 、 当 該 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 ト ラ ン ス ミ ッ
タ 又 は 上 記 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ の い ず れ か を 利 用 し て 第 ３ の 画 素 信 号 を 出 力 す
る こ と
　 を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ に は 、 第 １ の 受 信 モ ー ド 、 第 ２ の 受 信 モ ー ド 、 第 １ の 出 力 モ ー ド
、 及 び 第 ２ の 出 力 モ ー ド が あ り 、
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 第 １ の 内 部 信 号 を 受 け 取 っ て 一 時 的 に 格 納 し 、 第 ２ の 内 部 信
号 を 出 力 す る シ フ ト レ ジ ス タ を さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 第 １ の 内 部 信 号 及 び 上 記 第 ２ の 内 部 信 号 は 、 と も に シ ン グ ル エ ン ド 信 号 で あ る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 第 １ の 受 信 モ ー ド で 当 該 第 １ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 レ
シ ー バ に 、 又 は 上 記 第 ２ の 受 信 モ ー ド で 当 該 第 １ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 シ ン グ ル エ ン ド レ シ
ー バ に 、 上 記 第 １ の 画 素 信 号 を 選 択 的 に 供 給 す る 入 力 セ レ ク タ を さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 第 １ の 出 力 モ ー ド で 当 該 第 １ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 ト
ラ ン ス ミ ッ タ に よ っ て 生 成 さ れ た 上 記 第 ２ の 画 素 信 号 、 又 は 上 記 第 ２ の 出 力 モ ー ド で 当 該
第 １ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ に よ っ て 生 成 さ れ た 上 記 第 ２ の 画
素 信 号 を 選 択 的 に 出 力 す る 出 力 セ レ ク タ を さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 第 １ の 内 部 信 号 又 は 上 記 第 ２ の 内 部 信 号 の い ず れ か を 上
記 シ フ ト レ ジ ス タ か ら 引 き 出 し て 、 当 該 第 １ の 内 部 信 号 又 は 当 該 第 ２ の 内 部 信 号 の い ず れ
か に し た が っ て 画 像 を 表 示 す る よ う に 上 記 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 駆 動 す る 画 素 ド ラ イ バ を
さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に は 、 第 １ の 受 信 モ ー ド 、 第 ２ の 受 信 モ ー ド 、 第 １ の 出 力 モ ー ド

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-30949 A 2006.2.2



、 及 び 第 ２ の 出 力 モ ー ド が あ り 、
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ は 、 第 ３ の 内 部 信 号 を 受 け 取 っ て 一 時 的 に 格 納 し 、 第 ４ の 内 部 信
号 を 出 力 す る シ フ ト レ ジ ス タ を さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 第 ３ の 内 部 信 号 及 び 上 記 第 ４ の 内 部 信 号 は 、 と も に シ ン グ ル エ ン ド 信 号 で あ る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 第 １ の 受 信 モ ー ド で 当 該 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 レ
シ ー バ に 、 又 は 上 記 第 ２ の 受 信 モ ー ド で 当 該 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 シ ン グ ル エ ン ド レ シ
ー バ に 、 上 記 第 ２ の 画 素 信 号 を 選 択 的 に 供 給 す る 入 力 セ レ ク タ を さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 第 １ の 出 力 モ ー ド で 当 該 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 差 動 ト
ラ ン ス ミ ッ タ に よ っ て 生 成 さ れ た 上 記 第 ３ の 画 素 信 号 、 又 は 上 記 第 ２ の 出 力 モ ー ド で 当 該
第 ２ の 駆 動 チ ッ プ の 上 記 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ に よ っ て 生 成 さ れ た 上 記 第 ３ の 画
素 信 号 を 選 択 的 に 出 力 す る 出 力 セ レ ク タ を さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ は 、 上 記 第 ３ の 内 部 信 号 又 は 上 記 第 ４ の 内 部 信 号 の い ず れ か を 上
記 シ フ ト レ ジ ス タ か ら 引 き 出 し て 、 当 該 第 ３ の 内 部 信 号 又 は 当 該 第 ４ の 内 部 信 号 の い ず れ
か に し た が っ て 画 像 を 表 示 す る よ う に 上 記 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 駆 動 す る 画 素 ド ラ イ バ を
さ ら に 有 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 上 の 第 １ の 駆 動 チ ッ プ 及 び 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に お け る デ ー タ 伝 送
方 法 で あ っ て 、
　 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 第 １ の 画 素 信 号 を 供 給 し
、
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ に 対 応 す る 受 信 モ ー ド に し た が っ て 、 上 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー
ラ か ら 受 け 取 っ た 上 記 第 １ の 画 素 信 号 を 当 該 第 １ の 駆 動 チ ッ プ に 一 時 的 に 格 納 し 、
　 上 記 第 １ の 駆 動 チ ッ プ に 対 応 す る 出 力 モ ー ド に し た が っ て 、 当 該 第 １ の 駆 動 チ ッ プ に よ
っ て 第 ２ の 画 素 信 号 を 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に 供 給 し 、
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に 対 応 す る 受 信 モ ー ド に し た が っ て 、 当 該 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に よ
っ て 上 記 第 ２ の 画 素 信 号 を 受 け 取 り 、
　 上 記 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に 対 応 す る 出 力 モ ー ド に し た が っ て 、 当 該 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に よ
っ て 第 ３ の 画 素 信 号 を 供 給 す る こ と
　 を 特 徴 と す る デ ー タ 伝 送 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 １ の 画 素 信 号 を 受 け 取 っ て 第 ２ の 画 素 信 号 を 出 力 す る 駆 動 チ ッ プ で あ っ て 、
　 第 １ の 受 信 モ ー ド に し た が っ て 上 記 第 １ の 画 素 信 号 を 選 択 的 に 受 け 取 り 、 第 １ の 内 部 信
号 を 出 力 す る 差 動 レ シ ー バ と 、
　 第 ２ の 受 信 モ ー ド に し た が っ て 上 記 第 １ の 画 素 信 号 を 選 択 的 に 受 け 取 り 、 上 記 第 １ の 内
部 信 号 を 出 力 す る シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ と 、
　 第 １ の 出 力 モ ー ド に し た が っ て 、 上 記 第 １ の 内 部 信 号 を 選 択 的 に 受 け 取 り 、 第 ２ の 内 部
信 号 を 上 記 第 ２ の 画 素 信 号 と し て 出 力 す る 差 動 ト ラ ン ス ミ ッ タ と 、
　 第 ２ の 出 力 モ ー ド に し た が っ て 、 上 記 第 １ の 内 部 信 号 を 選 択 的 に 受 け 取 り 、 上 記 第 ２ の
内 部 信 号 を 上 記 第 ２ の 画 素 信 号 と し て 出 力 す る シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ と を 備 え る
こ と
　 を 特 徴 と す る 駆 動 チ ッ プ 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 関 し 、 特 に 、 デ ュ ア ル 伝 送 モ ー ド を 有 す る
液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 及 び こ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 チ ッ プ 、 並 び に そ の デ ー タ 伝
送 方 法 に 関 す る 。 こ の 特 許 出 願 は 、 ２ ０ ０ ４ 年 ７ 月 １ ５ 日 に 出 願 さ れ た 台 湾 特 許 出 願 （ 出
願 番 号 ０ ９ ３ １ ２ １ ２ ２ ３ ） の 利 益 を 享 受 す る も の で あ り 、 そ の 内 容 は 、 参 照 す る こ と に
よ っ て こ こ に 組 み 込 ま れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Liquid Crystal Display； Ｌ Ｃ Ｄ ） 装 置 を 示 し て い
る 。 Ｌ Ｃ Ｄ １ ０ ０ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ２ と 、 カ ス ケ ー ド 接 続 さ れ た ｎ 個 の 駆
動 チ ッ プ １ ０ ４ と 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル １ ０ ８ と 、 Ｐ Ｃ Ｂ （ プ リ ン ト 回 路 板 ） １ ０ ６ と 、
ガ ラ ス 基 板 １ １ ０ と を 含 む 。 Ｐ Ｃ Ｂ １ ０ ６ 上 に 配 設 さ れ た タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ２
は 、 シ ン グ ル エ ン ド タ イ プ と さ れ る 画 素 信 号 を 出 力 す る の に 用 い ら れ る 。 第 １ の 駆 動 チ ッ
プ １ ０ ４ （ １ ） は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 チ ッ
プ １ ０ ４ （ １ ） ， １ ０ ４ （ ２ ） ， １ ０ ４ （ ３ ） ， ・ ・ ・ ， １ ０ ４ （ ｎ ） は 、 カ ス ケ ー ド 接
続 さ れ て い る 。 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ （ １ ） が タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ２ か ら 画 素 信 号 を
受 け 取 る と 、 そ の 画 素 信 号 は 、 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ （ ２ ） に 供 給 さ れ 、 さ ら に 、 駆 動 チ ッ プ
１ ０ ４ （ ２ ） は 、 順 次 、 こ の 画 素 信 号 を 次 段 の 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ （ ３ ） に 供 給 す る 。 Ｌ Ｃ
Ｄ １ ０ ０ に お い て は 、 画 素 信 号 が 最 後 の 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ （ ｎ ） に 供 給 さ れ る ま で 、 か か
る 方 法 が 継 続 さ れ る 。 各 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ は 、 捕 捉 さ れ た 画 素 信 号 に し た が っ て デ ィ ス プ
レ イ パ ネ ル １ ０ ８ を 駆 動 す る 。 各 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ ０ 上 に 配 設 さ れ て
い る 。 そ の よ う な ガ ラ ス 基 板 １ １ ０ 上 の レ イ ア ウ ト は 、 チ ッ プ オ ン ガ ラ ス （ Chip On Glas
s； Ｃ Ｏ Ｇ ） と 称 さ れ る 。 例 え ば 、 Ｃ Ｏ Ｇ 技 術 は 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ３ ／ ０ ０ ０
８ １ ３ ３ 号 明 細 書 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ２ は 、 従 来 の 駆 動 チ ッ プ を 示 し て い る 。 画 素 信 号 は 、 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ 間 を シ ン グ ル
エ ン ド タ イ プ で 伝 送 さ れ る 。 駆 動 チ ッ プ １ ０ ４ は 、 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ １ １ １ と 、 シ
ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ １ １ ２ と 、 シ フ ト レ ジ ス タ １ １ ３ と 、 画 素 ド ラ イ バ １ １ ４ と
を 含 む 。 例 え ば 、 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ １ １ １ 及 び シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ １ １
２ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 　 Ｔ Ｔ Ｌ 回 路 か ら 構 成 さ れ る 。 ま ず 、 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ １ １ １ は 、
画 素 デ ー タ を 受 け 取 る と 、 そ の 画 素 デ ー タ を シ フ タ レ ジ ス タ １ １ ３ に 供 給 し 、 さ ら に 、 シ
フ ト レ ジ ス タ １ １ ３ は 、 次 段 の 駆 動 チ ッ プ へ の 出 力 の た め に 、 順 次 、 こ の 画 素 デ ー タ を シ
ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ １ １ ２ に 供 給 す る 。 画 素 ド ラ イ バ １ １ ４ は 、 シ フ ト レ ジ ス １
１ ３ か ら 当 該 駆 動 チ ッ プ に 対 応 す る デ ー タ を 引 き 出 し 、 引 き 出 し た デ ー タ を 用 い て デ ィ ス
プ レ イ パ ネ ル １ ０ ８ を 駆 動 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 ガ ラ ス 基 板 の 導 電 ワ イ ヤ の イ ン ピ ー ダ ン ス が 大 き い こ と に 起 因 し て 、 駆
動 チ ッ プ 間 に 配 設 さ れ た ガ ラ ス 基 板 の 導 電 ワ イ ヤ を 介 し て 画 素 信 号 が 伝 送 さ れ る 場 合 に は
、 そ の 画 素 信 号 は シ ビ ア に 減 衰 す る 。 特 に 、 高 解 像 度 Ｌ Ｃ Ｄ に お い て は 、 信 号 を よ り 長 く
伝 送 す る 必 要 が あ り 、 こ の 種 の レ イ ア ウ ト の 応 用 が 困 難 な 問 題 と し て 残 っ て い る こ と か ら
、 必 要 と さ れ る 駆 動 チ ッ プ の 数 が さ ら に 多 く な り 、 ま た 、 信 号 減 衰 の 問 題 は よ り 厳 し く な
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 伝 送 中 の 画 素 信 号 が 減 衰 す る
の を 防 止 し て 、 伝 送 ク ロ ッ ク レ ー ト を 増 加 さ せ る こ と が で き る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 及 び
そ の 駆 動 チ ッ プ 、 並 び に そ の デ ー タ 伝 送 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ と 、 カ ス ケ ー ド 接 続 さ れ た 複 数 の 駆 動 チ ッ プ と 、 デ
ィ ス プ レ イ パ ネ ル と を 備 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Liquid Crystal Display； Ｌ Ｃ Ｄ ） 装 置
を 提 供 す る こ と に よ り 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ は 、 複 数 の 駆
動 チ ッ プ の う ち 第 １ の 駆 動 チ ッ プ に 画 素 信 号 を 出 力 す る 。 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 プ リ セ ッ
ト 受 信 モ ー ド に し た が っ て 画 素 信 号 を 受 け 取 り 、 プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー ド に し た が っ て 画 素
信 号 を 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に 出 力 す る 。 画 素 信 号 は 、 最 後 の 駆 動 チ ッ プ に 到 達 す る ま で 同 様
の 方 法 で 伝 送 さ れ 続 け る 。 各 駆 動 チ ッ プ は 、 画 素 信 号 を 抽 出 し 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 駆
動 す る た め に 抽 出 し た 画 素 信 号 を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ の デ ー タ 伝 送 方 法 を 提 供 す る こ と に よ り 、 上 述 し た 目 的 の う ち
他 の 目 的 を 達 成 す る 。 Ｌ Ｃ Ｄ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ と 、 カ ス ケ ー ド 接 続 さ れ た 第 １
の 駆 動 チ ッ プ 及 び 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ と を 備 え る 。 本 発 明 に か か る Ｌ Ｃ Ｄ の デ ー タ 伝 送 方 法
は 、 以 下 の 工 程 を 備 え る 。 ま ず 、 画 素 信 号 は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ か ら 出 力 さ れ る 。
続 い て 、 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 プ リ セ ッ ト 受 信 モ ー ド に し た が っ て 画 素 信 号 を 受 け 取 り 、
そ の 画 素 信 号 を 引 き 出 す 。 そ し て 、 第 １ の 駆 動 チ ッ プ は 、 プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー ド に し た が
っ て 第 ２ の 駆 動 チ ッ プ に 画 素 信 号 を 伝 送 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 伝 送 中 の 画 素 信 号 が 減 衰 す る の を 防 止 す る こ と が で き 、 伝 送 ク ロ ッ ク レ ー ト
を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 適 用 し た 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す
る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 、 特 徴 、 及 び 利 点 は 、 望 ま し い も の の 限 定 さ れ る こ と は な い 具 体 例
に つ い て の 以 下 の 詳 細 な 記 述 か ら 明 ら か と な る で あ ろ う 。 以 下 の 記 述 は 、 添 付 し た 図 面 を
参 照 し て な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 望 ま し い 具 体 例 に よ る Ｌ Ｃ Ｄ の 駆 動 回 路 を 示 し て い る 。 Ｌ Ｃ Ｄ ３ ０ ０
は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ２ と 、 カ ス ケ ー ド 接 続 さ れ た ｎ 個 の 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ と
、 プ リ ン ト 回 路 板 （ Print Circuit Board； Ｐ Ｃ Ｂ ） ３ ０ ６ と 、 ガ ラ ス 基 板 ３ １ ０ と を 含
む 。 Ｐ Ｃ Ｂ ３ ０ ６ 上 に 配 設 さ れ た タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ２ は 、 差 動 タ イ プ で 画 素 信
号 を 出 力 す る 。 第 １ の 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ （ １ ） は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ２ に 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ （ １ ） ， ３ ０ ４ （ ２ ） ， ３ ０ ４ （ ３ ） ， ・ ・ ・ ，
３ ０ ４ （ ｎ ） は 、 シ リ ア ル に 接 続 さ れ て い る 。 ガ ラ ス 基 板 ３ １ ０ 上 に 配 設 さ れ た 駆 動 チ ッ
プ ３ ０ ４ （ １ ） は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ２ か ら 出 力 さ れ る 画 素 信 号 を 受 け 取 り 、
そ の 画 素 信 号 を 次 段 の 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ （ ２ ） に 供 給 す る 。 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ （ ２ ） は 、
順 次 、 こ の 画 素 信 号 を 次 段 の 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ （ ３ ） に 供 給 す る 。 Ｌ Ｃ Ｄ ３ ０ ０ に お い て
は 、 画 素 信 号 が 最 後 の 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ （ ｎ ） に 供 給 さ れ る ま で 、 か か る 方 法 が 継 続 さ れ
る 。 画 素 信 号 は 、 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ 間 を 、 差 動 モ ー ド で 、 又 は 差 動 モ ー ド と シ ン グ ル エ ン
ド モ ー ド と を 交 互 に し て 伝 送 さ れ る 。 各 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ は 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ３ ０ ８
を 駆 動 す る た め に 引 き 出 さ れ た 画 素 信 号 を 用 い る 。 ガ ラ ス 基 板 ３ １ ０ は 、 駆 動 チ ッ プ ３ ０
４ の 基 板 で あ る 。 カ ス ケ ー ド 接 続 又 は 配 列 さ れ た 駆 動 チ ッ プ を 介 し た そ の よ う な デ ー タ 伝
送 方 法 は 、 Ｗ Ｏ Ａ （ Wire on Array） と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 望 ま し い 具 体 例 に よ る 駆 動 チ ッ プ を 示 し て い る 。 各 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４
は 、 入 力 セ レ ク タ ４ ０ ２ と 、 差 動 レ シ ー バ ４ ０ ４ と 、 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ ４ ０ ６ と 、
シ フ ト レ ジ ス タ ４ ０ ８ と 、 差 動 ト ラ ン ス ミ ッ タ ４ １ ０ と 、 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ
４ １ ２ と 、 出 力 セ レ ク タ ４ １ ４ と 、 画 素 ド ラ イ バ ４ １ ６ と を 含 む 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ は 、 プ リ セ ッ ト 受 信 モ ー ド と プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー ド と を 有 す る 。 プ リ
セ ッ ト 受 信 モ ー ド は 、 差 動 モ ー ド 又 は シ ン グ ル エ ン ド モ ー ド と さ れ 、 プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー
ド も ま た 、 差 動 モ ー ド 又 は シ ン グ ル エ ン ド モ ー ド と さ れ る 。 駆 動 チ ッ プ ３ ０ ４ は 、 当 該 駆
動 チ ッ プ ３ ０ ４ の プ リ セ ッ ト 受 信 モ ー ド に し た が っ て 画 素 信 号 を 受 け 取 り 、 当 該 駆 動 チ ッ
プ ３ ０ ４ の プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー ド に し た が っ て そ の 画 素 信 号 を 出 力 す る 。 入 力 セ レ ク タ ４
０ ２ は 、 画 素 信 号 を 受 け 取 っ た 後 に 当 該 画 素 信 号 を 出 力 す る た め の も の で あ る 。 入 力 セ レ
ク タ ４ ０ ２ の プ リ セ ッ ト 受 信 モ ー ド が 差 動 モ ー ド で あ る 場 合 に は 、 差 動 レ シ ー バ ４ ０ ４ は
、 画 素 信 号 を 受 け 取 る よ う に 当 該 入 力 セ レ ク タ ４ ０ ２ に よ っ て イ ネ ー ブ ル と さ れ 、 そ の 画
素 信 号 を 出 力 前 に 内 部 信 号 に 変 換 す る 。 な お 、 こ の 具 体 例 に お け る 内 部 信 号 は 、 シ ン グ ル
エ ン ド タ イ プ に 変 換 さ れ る 。 一 方 、 入 力 セ レ ク タ ４ ０ ２ の プ リ セ ッ ト 受 信 モ ー ド が シ ン グ
ル エ ン ド モ ー ド で あ る 場 合 に は 、 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ ４ ０ ６ は 、 画 素 信 号 を 受 け 取 る
よ う に 当 該 入 力 セ レ ク タ ４ ０ ２ に よ っ て イ ネ ー ブ ル と さ れ 、 そ の 画 素 信 号 を 出 力 前 に 内 部
信 号 に 変 換 す る 。 な お 、 こ の 具 体 例 に お け る 内 部 信 号 は 、 シ ン グ ル エ ン ド タ イ プ の ま ま で
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ ４ ０ ８ は 、 差 動 レ シ ー バ ４ ０ ４ 又 は シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ ４ ０ ６ か ら
内 部 信 号 を 受 け 取 り 、 一 時 的 に 格 納 す る た め の も の で あ る 。 差 動 ト ラ ン ス ミ ッ タ ４ １ ０ は
、 シ フ タ レ ジ ス タ ４ ０ ８ に よ っ て 出 力 さ れ た 内 部 信 号 を 受 け 取 っ て 変 換 し 、 差 動 タ イ プ で
画 素 信 号 を 出 力 す る も の で あ る 。 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ ４ １ ２ は 、 シ フ タ レ ジ ス
タ ４ ０ ８ に よ っ て 出 力 さ れ た 内 部 信 号 を 受 け 取 っ て 変 換 し 、 シ ン グ ル エ ン ド タ イ プ で 画 素
信 号 を 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 出 力 セ レ ク タ ４ １ ４ は 、 プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー ド に し た が っ て 、 差 動 ト ラ ン ス ミ ッ タ ４ １
０ 又 は シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ ４ １ ２ に よ っ て 出 力 さ れ た 画 素 信 号 を 選 択 的 に 出 力
す る 。 プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー ド が 差 動 モ ー ド で あ る 場 合 に は 、 出 力 セ レ ク タ ４ １ ４ は 、 差 動
ト ラ ン ス ミ ッ タ ４ １ ０ に よ っ て 出 力 さ れ た 画 素 信 号 を 出 力 す る 。 プ リ セ ッ ト 出 力 モ ー ド が
シ ン グ ル エ ン ド モ ー ド で あ る 場 合 に は 、 出 力 セ レ ク タ ４ １ ４ は 、 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス
ミ ッ タ ４ １ ２ に よ っ て 出 力 さ れ た 画 素 信 号 を 出 力 す る 。 画 素 ド ラ イ バ ４ １ ６ は 、 シ フ ト レ
ジ ス タ ４ ０ ８ か ら 駆 動 チ ッ プ に 対 応 す る デ ー タ を 引 き 出 し 、 そ の デ ー タ に し た が っ て 画 像
を 表 示 す る よ う に デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ３ ０ ８ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の 具 体 例 に よ っ て 開 示 さ れ た Ｌ Ｃ Ｄ は 、 差 動 受 信 モ ー ド 及 び シ ン グ ル エ
ン ド 受 信 モ ー ド 、 並 び に 差 動 出 力 モ ー ド 及 び シ ン グ ル エ ン ド 出 力 モ ー ド を 有 す る 駆 動 チ ッ
プ を 備 え る も の と し て 説 明 し た が 、 駆 動 チ ッ プ は 、 こ こ で は さ ら な る 説 明 を 行 わ な い が 、
差 動 入 出 力 モ ー ド を 有 す る の み で も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 具 体 例 に よ る Ｌ Ｃ Ｄ は 、 Ｗ Ｏ Ａ を 介 し て デ ー タ を 伝 送 す る も の と し た が 、 本 発
明 に お い て は 、 画 素 信 号 が シ ビ ア に 減 衰 す る の を 防 止 す る た め に 、 画 素 信 号 を 差 動 モ ー ド
で 駆 動 チ ッ プ 間 に 伝 送 す る こ と も で き る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 シ ン グ ル エ ン ド 信 号
の 低 消 費 電 力 と 差 動 信 号 の 高 品 質 化 と い う 双 方 の 利 点 を 組 み 込 む た め に 、 差 動 モ ー ド 又 は
シ ン グ ル エ ン ド モ ー ド と を 交 互 に し て 画 素 信 号 を 伝 送 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 本 発 明
に お い て は 、 信 号 伝 送 に 差 動 モ ー ド を 用 い る こ と に よ り 、 高 解 像 度 Ｌ Ｃ Ｄ に 適 用 す る 場 合
で あ っ て も 、 容 易 に 高 解 像 度 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 が 、 一 例 を 介 し て 、 ま た 望 ま し い 具 体 例 と し て 記 述 さ れ て い た 一 方 で 、 本 発 明 は
、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 む し ろ 、 様 々 な 変 形 例 並
び に 同 様 の 配 置 及 び 処 理 を 包 含 す る よ う に 意 図 さ れ る べ き で あ る 。 し た が っ て 、 添 付 し た
特 許 請 求 の 範 囲 は 、 そ の よ う な 変 形 例 並 び に 同 様 の 配 置 及 び 処 理 を 全 て 包 含 す る た め に 、
最 も 広 い 解 釈 と し て 与 え ら れ る べ き で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 駆 動 チ ッ プ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 望 ま し い 具 体 例 に よ る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 望 ま し い 具 体 例 に よ る 駆 動 チ ッ プ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ３ ０ ０ 　 Ｌ Ｃ Ｄ
　 ３ ０ ２ 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
　 ３ ０ ４ 　 駆 動 チ ッ プ
　 ３ ０ ６ 　 Ｐ Ｃ Ｂ
　 ３ １ ０ 　 ガ ラ ス 基 板
　 ４ ０ ２ 　 入 力 セ レ ク タ
　 ４ ０ ４ 　 差 動 レ シ ー バ
　 ４ ０ ６ 　 シ ン グ ル エ ン ド レ シ ー バ
　 ４ ０ ８ 　 シ フ ト レ ジ ス タ
　 ４ １ ０ 　 差 動 ト ラ ン ス ミ ッ タ
　 ４ １ ２ 　 シ ン グ ル エ ン ド ト ラ ン ス ミ ッ タ
　 ４ １ ４ 　 出 力 セ レ ク タ
　 ４ １ ６ 　 画 素 ド ラ イ バ
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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